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島
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を
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下
ろ
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山
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第7回

〈題 字〉  荒谷 大丘さん
〜洞所山〜

どうところやま

　

初
神
地
区
を
代
表
す

る
洞
所
山
（
標
高
６
４

１
ｍ
）
は
、
海
田
町
境

に
位
置
す
る
。

　

今
回
は
、
初
神
地
区

の
砂
防
堰
堤
よ
り
西
側

の
登
山
道
か
ら
山
頂
を

目
指
し
た
。
帰
路
は
、

三
谷
川
沿
い
に
下
山
し

て
、
砂
防
ダ
ム
の
東
側

の
登
山
道
へ
抜
け
る

ル
ー
ト
を
辿
っ
た
。

　

山
頂
を
目
指
し
、
尾

根
へ
差
し
か
か
る
と
、

海
田
総
合
公
園
裏
へ
抜

け
る
新
峠
が
現
れ
る
。

　

新
峠
は
、
海
田
町
・

城
山
・
洞
所
山
方
面
へ

の
交
差
部
で
あ
り
、
昔

は
海
田
町
方
面
へ
向
け

て
多
く
の
人
々
が
利
用

し
て
い
た
。

　

付
近
に
は
、
戦
前
の

『
陸
軍
省
』
が
立
て
た

境
界
標
石
が
見
ら
れ

る
。
古
い
標
石
は
明
治

32
年
に
立
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

日
清
戦
争
時
、
広
島

市
へ
大
本
営
（
広
島
大

本
営
）
が
一
時
的
に
移

動
さ
れ
て
以
降
、
軍
都

の
機
能
を
果
た
し
て
き

た
広
島
市
に
関
連
し
て

設
置
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

山
頂
か
ら
は
、
残
念

な
が
ら
、
熊
野
町
を
見

渡
す
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
広
島
市
・
海
田
町

方
面
を
展
望
す
る
絶
景

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。

　

今
回
、
紹
介
の
コ
ー

ス
は
登
り
も
下
り
も
、

や
や
急
傾
斜
で
細
い
箇

所
の
あ
る
登
山
道
の
た

め
、
健
脚
な
方
に
お
勧

め
し
た
い
。

　

健
脚
で
な
い
方
は
、

比
較
的
登
山
道
が
整
備

さ
れ
て
い
る
赤
穂
峠
か

ら
城
山
を
抜
け
る
コ
ー

ス
ま
た
は
、
海
田
総
合

公
園
裏
か
ら
目
指
す

コ
ー
ス
を
お
勧
め
し
た

い
。　

取
材 

／ 

諏
訪
本
・
立
花

　
　
　
　竹
爪
・
尺
田

市
民
総
参
加
で
取
り
組
む

　
　
　
　  

　
健
康
づ
く
り

〜 

総
務
厚
生
委
員
会 

〜

教
育
行
政
の
新
た
な
る

　
　
　
　  

発
展
の
た
め
に

〜 

文
教
委
員
会 

〜

「
就
農
定
住
研
修
事
業
」

　
　
　
　  

　
　
　
を
調
査

〜 

産
業
建
設
委
員
会 

〜

▲ 新峠（下れば海田総合公園）

▲ 広島・海田方面▲ 途中に見える熊野方面

▲ 登山道

▲ 陸軍省と刻印された標石
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10
月
18
日
、
奈
良
県
宇
陀
市
を
訪
問

し
、「
健
幸
都
市
〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

宇
陀
市
〞
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
「
健
幸
都
市
〝
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
宇
陀
市
〞
」
と
は
、「
市
民
の
誰

も
が
健
康
で
幸
せ
と
思
え
る
ま
ち
」
を

表
し
、「
人
々
が
身
体
の
健
康
だ
け
で

な
く
、
生
き
が
い
を
感
じ
、
安
心
し
て

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
ま
ち
を
目
指

す
」
と
い
う
考
え
で
す
。
　

宇
陀
市
で
は
、

「
健
幸
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
基

本
に
据
え
た
政

策
を
実
行
す
る

こ
と
で
、
健
康

長
寿
の
ま
ち
の

実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
目
標
に
、
健
康
寿
命
（
65

歳
以
上
の
方
が
元
気
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
）
の
延
伸

を
掲
げ
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及

や
健
康
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
導
入
し
、
市

民
総
参
加
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

文
教
委
員
会
は
、
一
昨
年
４
月
の
町

議
会
議
員
選
挙
後
の
委
員
会
改
選
に
よ

り
、
前
任
委
員
２
名
、
新
任
委
員
３
名

で
新
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
委
員
会
内
で
情
報
を
共
有

す
る
た
め
に
、
町
内
全
て
の
学
校
施
設

と
社
会
教
育
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
野
町

の
教
育
行
政
の
現

況
と
計
画
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会

か
ら
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
、
各

委
員
か
ら
は
、
疑

問
点
や
問
題
点
、

改
善
点
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
質
疑

を
行
な
い
現
状
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
教
育
の
先
進
自
治
体
へ

の
視
察
を
積
極
的
に
行
い
、
委
員
会
で

協
議
を
重
ね
、
町
教
育
行
政
に
、
新
た

な
る
発
展
を
促
す
よ
う
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
教
育
は
自
治
体
の

将
来
を
担
う
基
本
で
あ
る
と
考
え
、
今

後
も
労
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
町
民
の

目
線
を
忘
れ
ず
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

11
月
24
日
、
福
井
県
若
狭
町
に
あ
る

「
か
み
な
か
農
楽
舎
」
を
訪
問
し
所
管

事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

若
狭
町
で
は
、「
次
世
代
の
定
住
促

進
」
と
「
住
民
自
治
の
推
進
」
を
基
本

戦
略
の
柱
と
し
た
町
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
一
環
と
し
て
、
か
み
な
か
農
楽

舎
で
は
、「
就
農
定
住
研
修
事
業
」
を

行
っ
て
お
り
、
都
市
の
若
者
に
対
し
、

２
年
間
の
農
業
研
修
と
農
村
生
活
研
修

を
行
な
い
、
ス
ム
ー
ズ
な
就
農
が
で
き

る
よ
う
に
、
町
内
の
地
域
農
業
者
の
も

と
で
専
門
的
な
基
礎
知
識
や
生
産
知
識

を
習
得
す
る
外
部
研
修
制
度
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
40
名
以
上
の
研
修
生
を

迎
え
、
そ
の
内
半
数
以
上
が
、
若
狭
町

内
に
新
規
就
農
者

な
ど
と
し
て
定
住

し
、
農
業
と
農
村

地
域
の
再
生
・
活

性
化
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
と
い

う
成
功
例
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

低学年書道科の推進等を要望低学年書道科の推進等を要望低学年書道科の推進等を要望
広島県選出の国会議員６名を訪問し、熊野町の更なる発展のため要望活動を行いました。

１　低学年書道科の推進
　　町独自で実施している低学年書道科の取り組みが安定的、永続的
に推進できる行財政基盤の強化に対し、理解と支援を要望。
２　国道２号バイパスの整備促進
　　町内の交通渋滞の緩和のため「山陽自動車道」、「国道２号」及び
　「県道矢野安浦線」が適切な交通配分となるよう、「東広島バイパス」
及び「安芸バイパス」の整備促進を要望。 ▲ しっかりと町の要望を

　 伝えました。

要望内容

し
ん
た
お


